
発掘調査現場の場所
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お
墓
の
周
り
を
円
く
取
り
囲

む
よ
う
に
、
長
さ
三
〇
　
程
の

川
原
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
円
の
直
径
は
約

四
㍍�
。
石
の
並
べ
方
に
は
、
縦

方
向
と
横
方
向
を
規
則
的
に
組

み
合
わ
せ
て
い
る
部
分
が
見
ら

れ
ま
す
。
円
の
中
に
は
大
人
が

横
た
わ
る
こ
と
が
で
き
る
大
き

さ
の
穴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、

遺
跡
南
西
部
の
園
路
下
に
縄
文

時
代
の
道
路
が
あ
り
、
そ
れ
に

沿
っ
て
環
状
配
石
墓
が
並
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。環

状
配
石
墓
は
こ
れ
ま
で
に

二
二
基
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
石
の
数
が
多
く
、
中

に
お
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
る
三

基
を
選
び
、
石
の
種
類
や
置
き

方
、
造
ら
れ
た
時
期
等
を
詳
し

く
調
べ
ま
す
。
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掘
の
様
子
を
見
学
で
き
ま
す
。

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
は
発
掘

担
当
者
に
よ
る「
現
場
ガ
イ
ド
」

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
土
・
日
・
祝
日
・
八

九
月
二
十
一
日
ま
で
、
平
日

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
は
発

月
十
三
〜
十
七
日
は
発
掘
調
査

を
行
な
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雨

天
等
の
際
は
発
掘
調
査
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

九
月
中
旬
に
は
現
地
説
明
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
三
一
次
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
調
査
は
「
環
状
配
石
墓
」
で
す
。

今
回
は
、
二
月
に
大
阪
で

行
わ
れ
た
展
示
の
第
二
弾
で
、

県
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か

ら
出
土
品
、
約
四
〇
〇
点
を

展
示
し
ま
し
た
。

青
森
県
は
縄
文
遺
跡
の
宝

庫
と
い
わ
れ
、
貴
重
な
遺
跡

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一

万
年
以
上
続
い
た
縄
文
時
代

の
全
時
期
の
遺
跡
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
出
土
し
た

優
れ
た
出
土
品
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

会
場
に
は
た
く
さ

ん
の
見
学
者
が
訪
れ

ま
し
た
。
数
多
く
の

土
器
や
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
土
偶
な
ど
の
興

味
深
い
出
土
品
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
青
森
県
は

北
海
道
や
岩
手
・
秋

田
両
県
と
と
も
に
縄

文
遺
跡
群
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
活

動
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

七
月
八
日
か
ら
十
六
日
、
東
京
の
江
戸
東
京
博
物
館
で
、

「
あ
お
も
り
縄
文
ま
ほ
ろ
ば
展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

セ
ン
チ



粘
土
で
実
物
の
土
器
を
ま
ね

な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
形
を
作

る
の
に
苦
労
し
た
参
加
者
も
い

ま
し
た
が
、
四
時
間
ほ
ど
で
二

個
の
土
器
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
世
界
に
一
つ
し
か

な
い
、
自
分
だ
け
の
「
円
筒
土

器
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
か

っ
た
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
参

三内丸山遺跡公式ホームページ　http://sannaimaruyama.pref.aomori.jp/ （子供向けのホームページアドレス　http://sannaimaruyama.pref.aomori.jp/kids/）

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県

及
び
秋
田
県
の
四
道
県
は
、
縄

文
遺
跡
群
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
四
月
、
世
界
遺
産

暫
定
一
覧
表
登
載
に
係
る
共
同
提

案
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の

「
縄
文
遺
跡
群
世
界
文
化
遺
産
登

録
推
進
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。

六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回

の
会
議
で
は
、
資
産
の
名
称
を

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
（
仮
称
）」
と
し
、
青
森
県
に

所
在
す
る
八
遺
跡
を
含
む
一
五

遺
跡
を
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
へ
の
登
載
を
提
案
す
る
構
成

資
産
の
候
補
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
提
案
書
の
検
討
作
業

に
お
い
て
、
提
案
コ
ン
セ
プ
ト

の
基
本
的
な
考
え
方
と
世
界
史

上
の
位
置
づ
け
の
整
理
、
各
遺

跡
の
周
辺
環
境
を
含
め
た
保
存

管
理
計
画
の
整
理
等
を
進
め
て

い
き
、提
案
書
を
提
出
し
ま
す
。

皆
様
に
は
、
縄
文
遺
跡
の
魅

力
と
価
値
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
四

道
県
の
取
組
み
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
粘
土
を
こ
ね
て
い
ま
し
た
。

作
っ
た
土
器
は
乾
燥
さ
せ
、

十
月
二
十
日（
土
）に
野
焼
き
を

し
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

縄
文
教
室
は
こ
れ
か
ら
も
行

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
受
付
メ

ニ
ュ
ー
は
石
器
作
り
、
編
み
カ

ゴ
作
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
身

の
回
り
の
自
然
の
も
の
を
う
ま

く
利
用
し
た
縄
文
時
代
の
生
活

を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
九
月
の
始

め
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
調
査
で
見
つ
か
っ

た
木
柱
（
掘
立
柱
建
物
の
柱

の
根
元
）
の
洗
浄
が
終
わ
り

ま
し
た
。
下
の
写
真
は
そ
の

木
柱
の
底
面
で
す
。

直
径
約
六
〇
　
も
あ
る

木
柱
の
底
面
は
、
平
ら
に

加
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「土器作り」のようす

模
様
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
石

斧
で
削
ら
れ
た
跡
で
す
。

く
わ
し
く
見
る
と
、
外
側
の

方
に
は
、
弧
を
描
く
よ
う
に
長
く

削
っ
て
い
る
所
や
、
中
央
に
向
か

っ
て
細
か
く
削
っ
て
い
る
所
が
あ

り
、
縁
の
部
分
で
は
角
を
取
る
よ

う
に
小
さ
く
削
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
内
側
で
は
、
中
央
か

ら
外
側
に
削
っ
て
お
り
、
そ
の

向
き
は
三
方
向
く
ら
い
に
ま
と

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
柱

の
側
面
は
、
樹
皮
を
剥
が
し
、

節
も
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

縄
文
人
の
「
技
」
が
生
々
し

く
よ
み
が
え
る
と
と
も
に
、
四

千
年
以
上
前
の
縄
文
人
の
息
づ

か
い
ま
で
も
聞
こ
え
て
く
る
か

の
よ
う
で
す
。

候
補
は
一
五
遺
跡

資産候補遺跡位置図

今
年
も
縄
文
教
室
が
ス
タ
ー
ト
。
六
月
九
日
に
は

第
一
回
目
の
「
土
器
作
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨年の第30次調査で見つかった木柱の底面

（中央に見える十字の線は糸です。横糸の長さは30センチ。）

■交　通

●ＪＲ青森駅から　車で約20分（約7km）

市営バス「運転免許センター」行き

「三内丸山遺跡」下車

●青森空港から 車で約30分（約8.5km）

●東北自動車道青森I.C.から 車で約5分（2km）

●青森港フェリー埠頭から　車で約30分（7km）

■遺跡の開園時間（平成19年4月1日～）

● 4月～5月：午前9時～午後5時
（入場は午後4：30まで）

● 6月～9月：午前9時～午後6時
（入場は午後5：30まで）

●10月～3月：午前9時～午後5時
（入場は午後4：30まで）

※冬季は雪道になっております。
歩きやすい靴でおこし下さい。

■休館・休業日 年末年始
（12月30日～1月1日)

■遺跡の入場料 無料
（時遊館・展示室も入館無料）

■駐 車 場 普通車用、大型車用あり
（料金無料）
身障者用駐車場もございます。

セ
ン
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加
し
た
大
人
も
、
子
供
の
こ
ろ

に
も
ど
っ
た
よ
う
に
一
生
懸
命
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